
一般社団法人 日本リハビリテーション工学協会 

2021（令和 3）年度定時社員総会 議事録 
 

１．開催日時：2021（令和3）年8月28日（土） 13:30～14:47 

 

２．場  所：谷岡学園 梅田サテライトオフィス CURIO-CITY 

      （大阪市北区大深町 4番20号 グランフロント大阪タワーA（南館）16階） 

 

３．社員総数 83名（議決権は、各１個） 

出席社員数 64名（出席 5名(内役員5名、議長以外は全員議決権行使書提出)、議決権行使書提出者数 47、委任状

提出者数 12(議長12)） 

 ※オブザーバー（協会正会員および学生会員）出席者数 0名 

 ※新型コロナウイルス感染症（COVID-19）拡大防止の観点から会長以下最小限の人数での開催とした

ため、Zoomウェビナーによるライブ配信を実施。視聴者あり 

 

出席理事（社員） 桂律也（会長(代表理事)）、江原喜人、中村俊哉（副会長） 

出席監事（社員） 赤澤康史 

出席理事     なし 

出席顧問（社員） 相良二朗 

書記       深野栄子（協会事務局） 

議決権行使書：47名  

委任状：12（議長12）名  

欠席理事 石濱裕規、植田瑞昌、岡野善記、、剣持 悟、青木（杉本）昌子、 

 鈴木 太、谷口公友、西村 顕、村田知之、森田千晶、水澤二郎 

欠席監事 伊藤和幸 

議事録署名人 中村俊哉（兵庫県立福祉のまちづくり研究所） 

 相良二朗（神戸芸術工科大学） 

   

４．審議事項 

第１号議案 2020年度事業報告（案）                   【資料１】 

第２号議案 2020年度決算報告（案）／監査報告              【資料２】【資料３】 

第３号議案 2021年度事業計画（案）                   【資料４】 

第４号議案 2021年度収支予算計画（案）                 【資料５】 

第５号議案 新役員の承認について                    【資料６】 

 

５．社員総会資料 

資料１ 一般社団法人日本リハビリテーション工学協会 2020年度事業報告（案） 

資料２ 一般社団法人日本リハビリテーション工学協会 2020年度決算報告（案） 

資料３ 一般社団法人日本リハビリテーション工学協会 2020年度監査報告 

資料４ 一般社団法人日本リハビリテーション工学協会 2021年度事業計画（案） 

資料５ 一般社団法人日本リハビリテーション工学協会 2021年度予算計画（案） 

資料６ 一般社団法人日本リハビリテーション工学協会 新役員の承認について 

 

６．議事の経過の概要及び議決の結果 

総会・理事会担当の江原理事より、本日の社員総会は定款第 28 条、29 条により定数を満たしたので、有効に成立

した旨（社員総会規則第 2条第１項により、社員総会を招集した 2021年 8月 1日時点での、社員数は 76名。総会会

場の参加者 5名（内役員 5名、議長以外は全員議決権行使書提出）、議決権行使書による参加者 52名、有効な委任状

による参加者 12名、合計 64名を告げたのち、桂会長が定款第 27条の規定に基づき議長に就任し（定款第 28条第 4

項 議長は、社員として表決に加わることはできない。）、開会の辞を述べた。 

定款第31条第2項「議長及び出席した社員の中から選任された 2名の議事録署名人は、前項の議事録に署名又は記



名押印する。」より、出席の代議員より議事録署名人 2名を選出した。 

審議は密接に関係する内容の第 1号議案と第 2号議案、第 3号議案と第 4号議案は一括説明とし、議案ごとに個別

に決議することとした。 

 

定款２８条第1項 

「社員総会の決議は、法令又はこの定款に別段の定めがある場合を除き、社員総数の議決権の過半数を有する社

員が出席し、出席した社員の議決権の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の裁決するところによる。」 

同条第２項 

 「前項の規定にかかわらず、次の決議は、社員総数の半数以上であって、社員総数の議決権の３分の２以上に当

たる多数をもって行う。」 

定款第２９条第1項 

「社員総会に出席できない社員は、あらかじめ通知された事項について書面若しくは電磁的方法により表決し、

又は他の社員を代理人として表決を委任することができる。」 

同条第２項 

「前項の場合における前２条の規定の適用については、その社員は出席したものとみなす。」 

 

第２号議案撤回についての説明およびお詫び 

 協会ホームページおよびメールニュース配信にて通知しましたが、第２号議案「2020 年度決算報告（案）および 2020

年度監査報告」について、一部内容に記載漏れ等があり修正が必要となりました。議決権行使のやり直しが間に合わない

ため、議案撤回し、後日改めて「2020 年度決算報告（案）および 2020 年度監査報告」について臨時社員総会を開催する

こととしました。 

 修正内容は、総収入額（資産、負債＋財産双方とも）の 15,000 円増額であり、全体の総収入に対して 0.3%未満と運営

等に及ぼす影響は軽微なものです。しかし、間違った数字で承認していただくわけにはいかないと理事会で決議しました

ので、議案撤回し、改めて臨時社員総会を開催させていただくことといたしました。深くお詫び申し上げます。 

 

第１号議案 2020年度事業報告に関する事項 

議長より社員総会資料１に基づき、その説明がなされた。 

議長は、その可否を諮ったところ、満場一致で承認された。 

●承認63票（議決権行使書 51票(議長除く)、議長への委任状 12票）、非承認 0、棄権0 

 

※資料の修正 

 【資料 1】5ページ目 上から 20行目：２）災害対策員会 → ２）災害対策委員会 

 

質問・意見等（敬称略）【事前に提出していただいた、本件に関わるご意見・ご質問に対しての回答】 

◆質問（敬称略） 

田中芳則：【資料1】2ページ目 

「１．社員・会員」2021年6月30日現在で正会員が36名減少しています。退会の状況（例えば、会費未払いや理由など）

をお教えください。また会員を増やすための活動や広報について、お聞かせください。 

■回答：入退会の傾向についてですが、退会者については、自然退会者の数は 2019年度と同程度ですが、退会届による退

会者が増えています。退会理由を述べられている方では、退職や職場の異動が多い傾向でした。 

 入会者については、2020年度はコロナ禍でカンファレンスやコンテストなどの協会事業が中止や延期となり、重要な広

報活動の一つであった福祉機器展への出展もできなくなりました。それを考えると、2020年度の入会者は例年に比べて特

に少ないとも言えません。ただ、数年来、退会者数が入会者数を上回る傾向が続いております。従来の事業に加え、オン

ライン講習会などの企画も検討していきたいと考えていますし、SIGの内部化や地域支部活動の充実とともに、SIG・支部

単位での講習会などもお通ししていきたいと考えております。会員の皆様からも、積極的にご提案いただきますようお願

い申し上げます。 

◆質問（敬称略） 

田中芳則：【資料 1】2、3ページ目 

「２．事業 ２－２．福祉機器コンテスト 関連３）福祉機器コンテスト 2021」 

24ページ目 

「１．事業 １－２．福祉機器コンテスト関連 １）福祉機器コンテスト 2021」 



 協会ホームページで機器開発部門、学生部門の一次通過作品の掲載がありました。各応募総数や、機器開発部門での応

募元でわかっていること（個人、企業、学術機関などの内訳）をお教えください。また広報先ですが、郵送等のほか、Facebook

では行われていましたが、支部や SIG会員に向けてメールでの周知を行ったのか、お教えください。 

■回答：ご質問いただきありがとうございます。 

福祉機器コンテスト 2021機器開発部門の応募総数は 20件（会員6件、非会員 14件）となります。前回開催の福祉機器

コンテスト 2019機器開発部門の応募総数は 19件（会員3件、非会員16件）でしたので、1件増加となります。また、今

回の応募者内訳は、個人が5件（会員3件、非会員2件）、企業・団体が14件（会員 3件、非会員11件）、学術機関・団

体が1件（非会員1件）となります。 

 広報の方法として、会員や関連団体、企業に向けては郵送にてご案内しております。その他、協会誌への掲載やメール

ニュースの配信を希望している会員に向けてはメールにて案内を配信しております。支部へのメール配信については、こ

のメールニュースにて対応させていただきました。しかし、SIG に向けては、広報が十分ではありませんでした。現在、

当協会は SIGの内部化に向けて準備を進めております。そのため今後は、各 SIGと連携した情報発信に努めたいと考えて

おります。また、SNSの活用として Facebookを用いた案内も試行しました。 

◆質問のつづき 

 協会ホームページ上で一次通過作品への『コメントを入力してください！』の項目があります。しかし総会資料には、

それについて何もふれられていません。（たぶんコロナ禍で）ご意見の場として使うと思いますが、協会員へ伝えて広く意

見を伺う必要があると思います。今後の広報についてお教えください。なお『コメントを入力してください！』が表示さ

れている項目で締め切りが明記されていないので、表示すべきと思います。あるいはあえて締め切りを設けていないので

しょうか、お教えください。 

■回答：ご質問いただきありがとうございます。 

 福祉機器コンテストの一次選考通過作品は、例年展示・体験できる場をカンファレンスで設定しております。しかし、

今年度は COVID -19 の影響により第 35回リハ工学カンファレンス in北九州がオンライン開催となったことで、意見交換

できる場がなくなってしまいました。そこで、協会ホームページ上に「コメントを入力してください！」とフリーコメン

ト欄を設けることで、ホームページ閲覧者が応募者へ間接的に意見を伝えることができる場としました。メールニュース

の配信を希望している会員に向けては、一次選考通過作品とともに案内させていただきました。 

 このフリーコメント欄については、現在のところ次期福祉機器コンテストの一次選考会通過作品の公開までの設置を考

えております。理由としては、COVID -19 の影響により国際福祉機器展やバリアフリー展での展示規模の縮小やオンライ

ン化による情報掲載できる範囲の制限などが考えられるためです。受賞作品も含めできる限りホームページ閲覧者が意見

を伝えることができるよう配慮したいと考えております。そのため、フリーコメントに対する締切などは設けていません。 

 例年国際福祉機器展に合わせて実施している表彰式は、今年度第 35回リハ工学カンファレンスのプログラム内で実施す

る予定です。その後受賞作品の紹介をホームページやメール配信、協会誌掲載、SNS 等でおこなう際にこのフリーコメン

ト欄の活用についても改めてご紹介いたします。 

◆質問（敬称略） 

田中芳則：【資料1】5ページ目 

「２－５．分科会（支部）・専門委員会（災害対策）関連 １）支部への活動支援」 

 「各支部間で情報を共有しさらなる活動への支援を積極的に行った」とありますが、具体例をお教えください。また、

この各支部間は分科会・専門委員会との間だと思いますが、各支部同士の横のつながりに関して、分科会・専門委員会か

らの支援があるのか、お教えください。 

■回答：各支部間での情報共有に関しては、これまでは年 1回カンファレンス内で行われる代表者会議のほか ML等のみで

行ってまいりましたが、コロナ禍に入り、オンラインでの情報共有が容易になったことから、2020年度は、代表者会議を

3 回に増やし、イベント開催方法や開催テーマなど共有を図ってきました。イベント開催に関しては、各支部得意とする

テーマや内容を提案してもらい情報の共有を図っています。また、次年度（2021年度）の予定になりますが、研修企画委

員会と連携し、支部連続セミナーを企画しています。 

 各支部同士の横のつながりに関しても、例えば 2021年バリアフリー展ではリアル展示は関西支部に協力依頼し、オンラ

インセミナーは中四国支部の活動として行うなど、分科会・専門委員会から支援をしながら活動を行っています。 

◆質問（敬称略） 

田中芳則：【資料 1】5ページ目 

「２－５．分科会（支部）・専門委員会（災害対策）関連 ２）災害対策委員会」 

 「・JRAT理事会に参加「福祉機器の課題解決 WG（仮称）」の設置が決まった」とありますが、具体的な内容がわかりま

せん。日本リハビリテーション工学協会の役割がどのようになるのか、お教えください。現在、全国各地で大雨による災



害が起こっています。JRATとともに日本リハビリテーション工学協会として実際に要請や活動を行っているかどうか、わ

かる範囲でお教えください。 

■回答：法人化される前の JRAT（法人化前名称：大規模災害リバビリテーション支援関連団体協議会）では、「災害時福

祉用具の提供に関する検討会」という会が存在し、主に避難所における福祉用具の提供体制について検討されていました。

これについては、JRAT法人化と前後して、現地 JRATチームからのニーズに対して、JRAT本部、厚労省、JASPAを介して、

1 週間程度で用具供給可能なシステムが作られましたが、「迅速性に欠ける」「介護保険をベースにした災害時福祉用具貸

与のシステムとの連携が不十分」「過去の大規模災害時に必要とされた福祉用具についてのデータ収集がない」などのご意

見を関係各所からいただいておりましたので、JRAT理事会でご指摘させていただき、同検討会の活動再開をご検討くださ

いと法人化当初から提案しておりました。JRAT 自体が、地域 JRAT を含む組織・体制づくりを優先し、活動の具体的内容

の検討が進んでいない状況でした。2021年 3月までに全都道府県に地域 JRATが設立されましたので、今後、活動内容を

さらに充実させていく方向になり、2021年6月のJRAT理事会でWGが設立されたことが決まった次第です。具体的な活動

内容や構成メンバーは、まだ決まっておりませんが、当協会からも WGのメンバーを出してほしいと要望されています。 

 JRAT の体制がようやく固まりつつあり、また、協会も 2021 年度からは事業として災害対策に取り組むことになりまし

たので、発災時・平時ともに JRATとの共同活動はこれからの段階です。今後、SIGや支部を通じて、会員の皆様にご協力

を仰ぐような状況もあり得ますので、よろしくお願い申し上げます。 

◆質問（敬称略） 

田中芳則：【資料 1】6ページ目 

「２－６．企画推進事業」 

 いろいろな企画等がコロナ禍で中止になっています。今回のリハ工学カンファレンスでは初の試みでオンラインとなり

ますが、合同シンポジウムや災害対策に関する講習会なども中止ではなく、オンライン開催を検討していただけるようお

願いしたいです。今後、オンライン開催の実施が可能なのか、お教えください。 

■回答：ご指摘ありがとうございます。ご提示いただいた合同シンポジウムや災害対策に関する講習会の他、SIG や地域

支部主催の講習会を含め、内容に応じて対面式での開催もオンラインでの開催もできるよう検討しているところです。開

催形式も検討しなければなりませんが、大切なのは、企画内容だと思います。田中様はじめ会員の皆様からもご提案いた

だけるよう、お願い申し上げます。 

 尚、全国頸髄損傷者連絡会と合同で進めてきました頸損解体新書2020の完成報告会は、10月24日にオンラインで開催

されます。前回、2010版の報告会は合同シンポジウム型式でしたが、今回は三菱財団からの助成金による開催になります

ので、実行委員会主催となります。 

◆質問（敬称略） 

田中芳則：【資料 1】7ページ目 

「３．総務 ３－１．規則・選挙 １）2021年度（令和3年度）代議員・役員候補者選挙」上から6行目「・Web選挙シス

テムを導入、施行した」とありますが、1ページ目【資料 1】の下から6、7行目あたりに会長の記述で『多少の混乱があ

り』とあります。実際に田中が投票日初日に投票した際、選挙管理委員会から再投票の依頼メールがあり、パスワードが

書かれたハガキを廃棄処理したあとでしたので、ID、パスワードをお教えいただいて入力できましたが、選挙管理委員会

の作業が煩雑ではなかったかと推察できます。『次回以降への課題としています』とあることから、現時点で原因追及がで

きているのか、また今後の対策をお教えください。 

■回答：代議員選挙において再投票となってしまったことを改めてお詫び申し上げます。今年度の代議員選挙の選挙権・

被選挙権を有する方は、「2020年8月31日までに会費を完納している正会員」としており、協会事務局と連携して取り纏

めた「有権者・被有権者名簿」にてご案内等をいたしました。しかし、ハガキ送付後に会費納入締め切り日の 2020 年 8

月31日に年会費を振り込み、名簿に反映されていない会員の方が若干名おり、名簿から漏れていたことが判明いたしまし

た。この時点ですでに投票を済ませていた方々がいらしたため、名簿の再登録のため一時的に選挙システムを停止し、投

票済みの方々に対し再投票のお願いをしたということであります。金融機関からの振り込み情報にタイムラグがあるため

気が付かなかったとはいえ、選挙ハガキの発送前に「有権者・被有権者名簿」の最終チェックをしなかったことが本事態

の原因であることは明らかです。今後は、選挙実務全体の流れ、並びにチェック項目と実施時期を明確にし、再発防止に

努める所存です。 

 

以下、総会にて説明はしていないが、回答のみ掲載。 

◆意見（敬称略） 

田中芳則：【資料 1】5ページ目 

上から 20行目 誤植 ２）災害対策員会 → ２）災害対策委員会 



■回答：ご指摘ありがとうございます。総会冒頭、訂正させていただきました。 

◆意見（敬称略） 

田中芳則：【資料 1】5ページ、26ページ目 

2020年度SIG活動報告、2021年度活動計画 

 2021年8月17日現在「移乗機器 SIG」のホームページが閲覧できない状態でした。閲覧できない Webサイトを総会資料

に掲載しているので、分科会（SIG）担当理事が改善を促すよう、ご連絡ください。また記載の修正か、閲覧できないので

あれば削除、他の連絡先を明記していただくよう、お願いします。 

■回答：移乗機器 SIGに確認したところ、8月17日にドメインとなっている神戸学院大学のサーバーがダウンしたとのこ

とでした。8月27日現在は、復帰しております。 

◆意見（敬称略） 

田中芳則：【資料 1】11ページ目 

下から 12行目 （中国・四国支部の会計年度が 2021年4月からならば・・・） 

中国・四国支部では、2020年度支部オンラインセミナーを 6月26日（土）に開催を予定した。 

→中国・四国支部では、2021年度支部オンラインセミナーを 6月26日（土）に開催を予定した。 

■回答：ご指摘ありがとうございます。「4月からならば」という条件付きのご質問ですが、地域支部の会計年度は協会と

同じく 7月1日～6月30日となっています。 

◆意見（敬称略） 

石濱裕規：【資料 1】 

正会員数、協会誌の送付対象者数の開示をお願いいたします。 

■回答：理事会内でご指摘ください。 

 

第２号議案 2020年度決算報告（案）／監査報告➡議案撤回 

議長より冒頭に説明のとおり、議案撤回（取り下げ）とした。 

 

以下、総会で説明はしていないが、回答のみ掲載。 

質問・意見等（敬称略）【事前に提出していただいた、本件に関わるご意見・ご質問に対しての回答】 

◆質問（敬称略） 

田中芳則：【資料 2】20ページ目 

損益計算書 上から8行目 

 一般会費収入 当期 5,978,750 とありますが、入会金や会費は 1,000円以上なので 750円の端数がでてくるのはなぜ

ですか、利子の積算だったのでしょうか、お教えください。 

■回答：ご指摘大変ありがとうございました。事務局、財務担当岡野理事の回答をまとめて、桂より回答させていただき

ます。ご指摘いただいた会費収入の端数は、出納帳の会費関係で科目コード間違いがあったことが原因で、修正させてい

ただきました。 

 同時期に、未収金と未払金の計上漏れが数件見つかり、総会資料として提示した決算報告書の修正が必要となりました。

既に議決権行使書の提出期限を過ぎておりましたので、総会第２号議案を撤回（取り下げ）、改めて、臨時社員総会を開催

して、修正決算報告の総会承認手続きを取らせていただくことになりました。ご迷惑おかけして、大変申し訳ございませ

んが、再度のご審議、よろしくお願い申し上げます。 

 

第３号議案 2021年度事業計画（案） 

議長より社員総会資料４に基づき、その説明がなされた。 

議長は、その可否を諮ったところ、満場一致で承認された。 

●承認63票（議決権行使書 51票(議長除く)、議長への委任状 12票）、非承認 0、棄権0 

 

質問・意見等（敬称略）【事前に提出していただいた、本件に関わるご意見・ご質問に対しての回答】 

◆意見（敬称略） 

田中芳則：【資料4】28ページ目 

上から 21行目 文言の変更をお願いします。 

「１－８．国際関連事業」 

アジアリハ工学連携会議 （i-CREATe）が2021年12月に開催される・・・ 

→アジアリハ工学連携会議 （i-CREATe2021）が開催中止になりました。 



※当協会ホームページ 7月20日付で掲載されています。 

■回答：ご指摘ありがとうございます。事業計画は、2021年 7月 18日に開催された理事会で承認されたものを総会資料

として提出しております。理事会承認後の変更事項として、総会内で開催中止を報告し修正させていただきます。 

◆質問・意見等（敬称略） 

東畠弘子：コロナ禍の中、支部活動の整備など、体制整備を図られていることがよくわかります。2021年度もよろしくお

願いします。ひとつ思ったのは会員数のことです。増加しているのでしょうか？非会員向け、非会員も一緒の研修などさ

れていくことを望みます。特に福祉用具専門相談員の技術向上にお力を貸していただけることを個人的には期待します。 

■回答：コロナ禍でカンファレンスはじめいろいろなイベントが中止を余儀なくされている影響もあって、会員数は減少

傾向です。従来行われている合同シンポジウムや災害対策セミナー、SIG・地域支部単位でのイベントに加え、オンライン

講習会を含めた新たな企画の検討を開始したところです。ご提案の非協会員向け(あるいは合同)研修会や福祉用具専門相

談員技術向上のための企画について、具体的なご提案があれば、是非教えてください。よろしくお願い申し上げます。 

◆質問・意見等（敬称略） 

繁成剛：コロナ禍の状況で本協会の活動が会員だけでなく外部にも見えにくくなっているので、オンラインも活用したイ

ベントやセミナーの実施を、協会がバックアップして、各 SIGや支部に働きかけてはいかがでしょうか。これまでは SIG、

支部の自主性に任されていましたが、SIG が協会に内部化されることによって、各 SIG の活動をより活性化できるのでは

ないかと考えます。新しく理事になられる方も増えるので、新しい企画として各種委員会が主催するイベントをオンライ

ンで会員に参加してもらうことによって協会の活動を会員に周知する機会になるのではないでしょうか。新会員を得るた

めに各種のオンラインイベント、セミナーを有料で公開してもよいと思います。協会の今後の発展のため何か新しい企画

を実施して会員と関係諸団体に PRしていただければ幸いです。 

■回答：北九州カンファレンスのご準備でお忙しい中、貴重なご意見ありがとうございました。支部担当理事、SIG 担当

理事、企画担当理事などと協力し、オンライン講習会、対面式の講習会とも、企画運営していけるような方策を検討して

いく予定です。 

◆質問・意見等（敬称略） 

上村数洋：新型コロナウィルス（COVID-19）が、早く終息しリハ工学カンファレンス・総会の場をとらえ一人でも多くの

会員の皆様と出会える時の来ることを願っています。 

■回答：ご意見ありがとうございます。私個人としても、上村様はじめ多くの当事者の皆様の生の意見を伺えるのが、リ

ハ工カンファレンスの魅力になっています。このことを、これからの時代を担う若いエンジニアやリハビリ医療従事者に

も体験して欲しいと願っています。世の中が落ち着き、皆さんとまたお会いして、コロナ禍で皆さんが経験されたことも

含めていろいろと伺わせていただける日が来ることを願っています。 

◆質問・意見等（敬称略） 

松田靖史：運営ご苦労様です！コロナでリアルに会えるカンファレンスもむずかしくて大変ですが、みんなでちょっとず

つがんばって、いつかたくさん会えるのをたのしみにしています！ 

■回答：「みんなでちょっとずつがんばる」っていい言葉ですね。松田様はじめ、会員の皆様と「ちょっとずつがんばって」

大きな力にしていければと思います。今後とも、ご意見お願い申し上げます。 

 

第４号議案 2019年度予算計画（案） 

議長より指名され財務担当理事より社員総会資料５に基づき説明がなされた。 

・ 会費収入を会員数現状に合わせ減額計上している。支出はほぼ昨年度実績に応じて計上している。2020 年度はコ

ロナの影響でweb会議が多かったが、2021年度理事会開催費は実情に合わせ半数は実会議として計上。 

 

議長は、その可否を諮ったところ、満場一致で承認された。 

●承認63票（議決権行使書 51票(議長除く)、議長への委任状 12票）、非承認 0、棄権0 

 

【質問・意見等（敬称略）】 

なし 

 

第５号議案 役員の承認について 

議長より社員総会資料6の通り、役員候補者選挙により選出された理事候補者 15名、監事候補者2名の新役員承認に

ついて審議を行った。 

定款第34条「理事及び監事並びに会計監査人は、社員総会の決議によって選任する。」及び定款第 28条第3項「理事



又は監事を選任する議案を決議するに際しては、候補者ごとに第 1項の決議を行わなくてはならない。」社員総会規則第

5 条「定款第 28 条に定める社員総会の決議は、原則として挙手によるものとする。」とあるが、決議数のカウントに時

間を要し、出席代議員より改善してほしいとのご指摘をいただいたため、役員候補者選出の承認決議においては、受付

で事前に議決権行使書を受け取り、選挙管理委員会がカウントし結果の報告をもって承認という形を取った。定款第28

条については、議決権行使書を提出した時点で議決権を行使したとみなし（実質的な決議）、社員総会規則第5条につい

ては「原則として挙手」なので、「原則」に対しての「例外事項」と解釈し挙手はしない。 

 

審議結果が発表され全員承認され、全理事・監事より挨拶がされた。この社員総会終了後、新旧理事が交代すること

となる。 

 

■理事候補（敬称略） 

 伊佐拓哲 承認62名(出席代議員4名、議決権行使書 46名、委任状12名)、非承認0名、棄権0名 

 石濱裕規 承認62名(出席代議員4名、議決権行使書 46名、委任状12名)、非承認0名、棄権0名 

 植田瑞昌 承認62名(出席代議員4名、議決権行使書 46名、委任状12名)、非承認0名、棄権0名 

 江原喜人 承認63名(出席代議員4名、議決権行使書 47名、委任状12名)、非承認0名、棄権0名 

 岡野善記 承認62名(出席代議員4名、議決権行使書 46名、委任状12名)、非承認0名、棄権0名 

 桂 律也 承認63名(出席代議員4名、議決権行使書 47名、委任状12名)、非承認0名、棄権0名 

 河合俊宏 承認63名(出席代議員4名、議決権行使書 47名、委任状12名)、非承認0名、棄権0名 

 杉本昌子 承認61名(出席代議員4名、議決権行使書 45名、委任状12名)、非承認0名、棄権0名 

 鈴木 太 承認62名(出席代議員4名、議決権行使書 46名、委任状12名)、非承認0名、棄権0名 

 中村詩子 承認62名(出席代議員4名、議決権行使書 46名、委任状12名)、非承認0名、棄権0名 

 中村俊哉 承認63名(出席代議員4名、議決権行使書 47名、委任状12名)、非承認0名、棄権0名 

 早川康之 承認63名(出席代議員4名、議決権行使書 47名、委任状12名)、非承認0名、棄権0名 

 村田知之 承認62名(出席代議員4名、議決権行使書 46名、委任状12名)、非承認0名、棄権0名 

 森田千晶 承認63名(出席代議員4名、議決権行使書 47名、委任状12名)、非承認0名、棄権0名 

 山田賀久 承認62名(出席代議員4名、議決権行使書 46名、委任状12名)、非承認0名、棄権0名 

 

■監事候補（敬称略） 

 赤澤康史 承認63名(出席代議員4名、議決権行使書 47名、委任状12名)、非承認0名、棄権0名 

 伊藤和幸 承認61名(出席代議員4名、議決権行使書 45名、委任状12名)、非承認0名、棄権0名 

■会計監査人 

 定款第33 条第2 項により、会計監査人は設置していないため候補者はなし。 

 

【質問・意見等（敬称略）】 

なし 

 

議長は、以上をもって一般社団法人日本リハビリテーション工学協会の 2021（令和3）年度定時社員総会に関する全

ての議事を終了した旨を述べ、閉会を宣した。（14時47分） 

 

以上の議事の要領及び結果を明確にするため、議長並びに議事録署名人は次に記名・押印する。 

 

2021年8月28日 

一般社団法人日本リハビリテーション工学協会 2021（令和3）年度定時社員総会 

 

議    長 桂 律也 ㊞ 

 議事録署名人      中村俊哉 ㊞ 

 議事録署名人      相良二朗 ㊞ 

 


